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中
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
中
で
心
に
残
っ
た
も
の
を
感
想
文
に
書
き
、
図
書
新
聞
に

の
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
生
が
、
感
想
文
の
書
き
方
の
勉
強
に
な
る
よ
う
に
二
人
の
感
想
文
を
し
ょ
う
か

い
し
ま
し
た
。
同
じ
本
に
つ
い
て
書
い
た
二
人
の
感
想
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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主人公あゆみの印象的な言葉。「いつもそばに

いていっしょに行動することだけが友達じゃない。

ときにはきょりを置き，友達を見守ることが大切

だ。」わたしは，この本を読んで，はげまされ，勇

気をもらいました。

あゆみは，親友とささいなことでけんかをしま

す。少しずつ二人の心ははなれてしまい，落ちこ

んでいきます。そんなとき，全く気が合わないと

決めつけていた別の友達が，「気にしすぎだよ。

そのうち，仲良くなれるよ。」と声をかけてきまし

た。話すことが少なかった友達が，声をかけてく

れたことで，あゆみは元気づけられ，前向きな気

持ちになれたのでした。

わたしは，この本と出会ってから，いろいろな

人と広くかかわることができるようになりました。

少しのけんかは気にせずに，できるだけ多くの友

達をつくろうと思います。この本に出会うことが

できて，本当によかったです。

＜青木さんが書いた感想文＞

RA5164
１９-６



先
生
は
、
こ
の
二
人
の
感
想
文
は
ど
ち
ら
も
良
い
書
き
方
だ
と
み
ん
な
に
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
二
人

に
共
通
す
る
良
い
書
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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＜高橋さんが書いた感想文＞

わたしは，「相手のきげんをとったり，合わせた

りするのは，本当の友達とはいえない。」という主

人公あゆみの言葉をうまく受け入れられません。

この本を読んで，人と人とがつながることのむず

かしさを改めて考えました。

あゆみは，親友とうまくいかなくなったとき，

今までとはちがう見方をしました。少しずつはな

れていく関係になやみながらも，新しく友達との

関係をつくることができました。いつまでも考え

こまず，気持ちを切りかえるようにしたのです。

あゆみは自分にとって本当の友達とは何かという

ことの答えを見つけたのです。

わたしも，あゆみと同じような体験をしたこと

があるのですが，うまくいきませんでした。広く

人とかかわり，新しく友達を見つけていくことは

大事です。だからといって，すぐに気持ちを切り

かえるのはかんたんではありません。これからも，

人と人とのつながりについて，考えていきたいと

思います。



(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
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